
 

〈はじめに〉 

 ２月１０日(火)に、今年度第 2回の学校運営協議会(学運協)が開催されました。 

 3つのグループ(分科会)に分かれての R８年度の活動計画や、活動のアイデアについて、また、全体会では、

R8年度以降のコミスクまたは学運協がどうなっていくかについて、話し合いや説明が行われました。 

 分科会では、いつも約 1時間にわたり、熱心な話し合いが行われます。今回は、R8年度の活動の計画がで

きあがりました。 

 全体会では、分科会として行ってきたグループを「部会」とし、日程等独自で開催し活動できるようにするこ

と、また、その部会の一つに、「保護者部会」を設けることを決定しました。（何を、誰が主体で、どのように行う

予定か、ある程度の指針も決まりました） ・・・ 裏面参照 

 さらに、全体会では、来年から少し変わる学運協について、どのようになるか整理して説明が行われ、そのた

めに必要な規約の改正も検討し、決定しました。 ・・・ 裏面参照 

 来年度（R8）も、地域の方々の支援活動の協力を得て、姫特のコミュニティスクールが続いて行われます。コ

ミスクの実施状況がどうなっていくか、ご注目下さい。 

 

〈第２回学校運営協議会 分科会報告〉 

 

（１）「しごと」分科会 

 

◆運営協議会メンバー 

 （株）グローリーフレンドリー取締役社長・大山様 

  姫路市農業振興センター・脇坂様 

  （一般社団法人）るみえる理事・小笠原様 

 

◆内容 

 農福連携の充実として、苗の提供や鳥獣対策など専門的な指導を受けられる体制づくりが進んでい

ることが共有されました。 

 また、企業と連携した清掃指導や見野の郷交流館や公民館、こども園での活動が、技能検定や就労

スキルにつながる取り組みとして広がっています。 

 カフェ運営では、接客指導の継続に加え、メニューの精選で誰もが参加しやすい環境づくりを模索

中です。 

 全体として、活動を卒業後につながる「誰一人取り残さない社会づくり（インクルージョン）」へと

結びつけていくことの重要性が協調されてました 
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（２）「地域連携」分科会 

 

◆運営協議会メンバー 

 東阿保自治会長・赤穂様 

 四郷学院校長・鎌田様（欠席） 

 兵庫教育大学教授・岡村様（欠席） 

 

◆内容 

 本校は地震・津波では避難所として機能する一方、水害時はほぼ利用できないという現状が大きな

課題となっています。 

 また、福祉避難所として高齢者や障害のある方を受け入れる役割があり、緊急時には地域の方が流

入する可能性も指摘されました。 

 さらに、実際の初動は教職員のみで数日対応せざるを得ないことや、地域住民の多くが「本校が避

難所」と認識していない点も大きなギャップです。 

 今後は、地域や関係者との“顔の見える関係づくり”が非常時の助け合いの鍵とされ、避難計画の

具体化や技術活用を含めた連携が求められています。 

 

（３）「地域・公民館連携」分科会 

 

◆運営協議会メンバー 

 （株）JFT姫路生花代表取締役・柴山様 

 見野の郷交流館所長・福永様 

 別所公民館館長・前川様 

 

◆内容 

 今年度は「おはなし会」や「花育」を継続する中で、児童生徒と地域の方が顔なじみとなり良い関

係が築けてきたことが特に大きな成果でした。 

 公民館との連携でも、小学部にとって貴重な展示機会となる作品展示や、地域に学校を知ってもら

える「ゆめカフェ」などが好評で、いずれも来年度も継続実施の方向です。 

 見野の郷交流館では、保護者が多様な展示を見られる良い機会や、マルシェ・清掃活動など学校外

での体験が広がっています。 

 一方で分教室は販売機会が限られていることが課題となっており、関係者が新たな販売場所の可能

性を検討してくださっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜R8新しい学校運営協議会 組織図＞ 

 分科会（会議ごとに 3 つのグループに分かれて、各々のテーマで話し合いが行われる）を発展させ

て「部会」(４つ＋保護者部会)としました。防災部会は、臨時で開催される特別部会です。これによ

り、これまでの学校運営協議会本会議の日にのみ話し合われていたものが、別日にも行う場合がある

というように拡大されます。 

 

 （組織図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜保護者部会の指針＞ 

 部会の中に新設した『保護者部会』は、保護者を「地域」の一つの種類と捉え、保護者のコミュニ

ティを作り、その中でいろいろな活動を行おうというものです。どのように運営するかの指針は、今

回、以下のように決めました。 
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